
栄養管理は家庭内で行われるため、動物のQOL向上には単なる情報提供は
なくご家族の「行動変容」を促す栄養指導が重要です。
人が行動を変容させるには「動機付け」が重要であり、それを伝える場の
一つが医療面接です。なぜ食事療法が必要なのかという動機が曖昧で
あれば、人の行動を変えることなどできません。
そのために、それぞれの疾患に対して、必ず伝えなければならない情報が
あります。情報の抜け漏れをなくすために、フレームワークを使う方法が
あります。
（詳細は参考図書である『動物医療従事者のための臨床栄養学』参照）

近年、獣医療が医療者中心から患者中心に変化してきたことにより、
伝統的に用いられてきた「問診」が「医療面接」という言葉に置き換えられ
るようになってきました。獣医師による医療面接は診断と治療のための
医学的情報の統合が中心であり、問診の時代から大きく役割は変化して
いません。一方で愛玩動物看護師にとっての医療面接は、患者とご家族の
生活・感情・理解・支援等のニーズの把握が中心となります。平均寿命が
年々延長している動物の生活の質（QOL）向上を願うご家族が増えている
現代において、愛玩動物看護師による医療面接の重要性が増していると
言えるでしょう。
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